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プレミアムブリックモルタル 塗り目地用  

目地詰め施工要領書 
 
■ 材料 

 
１.プレミアムブリックモルタルＴタイプ ： 20kg 袋入り  

         ２.練り水     ：約 3.2ℓ（必ず水道水を使用して下さい。） 
 

■   目地詰め(塗りこみ目地) 
 

①ドライアウト防止のため必要に応じて目地部に水湿しを行ってください。 
②モルタルミキサやハンドミキサなどの機械器具を使用し、プレミアムブリックモ

ルタル 20kg に、水道水を約 3.2ℓ加え十分に練り混ぜてください。 
 練り混ぜたモルタルは 40 分以内に使用してください。 
 
 調合   
プレミアムブリックモルタル T タイプ １袋 + 水道水約 3.2L 
 

③ 練り混ぜた材料を、ゴムコテで押さえるように目地部に塗り込み、目地内部に

空隙が残らないよう繰り返し充填してください。 

④ レンガ（タイル）汚れの拭き取りは乾燥具合を見計らい、スポンジに一度水を

含ませて水が出なくなるまで固く絞り、レンガ（タイル）表面を一度荒拭きし

て汚れを軟らかく戻してください。 

⑤ スポンジのきれいな面で目地の通りに対して斜めに拭き取ってください。 

⑥ 汚れたスポンジは水洗いを行い、固く絞って③の拭き取りを繰り返してくださ

い。 

≪注意≫ ・ 拭き取り後に目地表面に浮き水が残存していると色ムラの原因に

なりますので、浮き水が残らないようご注意下さい。(拭き取り時

のスポンジの水分に注意してください。) 

・ 場所によって拭き取るタイミングに差がでると、色ムラのでる恐

れがありますのでご注意下さい。 

⑦施工後は風雨にさらされないようシート掛けなどの養生を施してください。 

※施工後、目地が硬化する前に雨などによって長時間水に触れると、二次白華す

る可能性があります。 
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■白華現象が起こった場合の処置 

①サッシなどに塩酸がかからないよう要所に養生を施してください。 

②表面を一度水で洗い流してください。 

③表面が乾く前に酸洗いを行ってください。 

（工業用塩酸を水で３０倍に希釈したものを使用し、ブラシなどで白華部分をこする。） 

④もう一度水洗いをし、塩酸をきれいに洗い流してください。 

 
 

■諸注意 
①材料の保存は、地面や床へ直置きしないようパレットなど使用して湿気を避け直射

日光や雨掛かりのないようにシート掛けなどを施してください。 

②降雨・降雪時の施工は行わないで下さい。 

③気温が３℃以下及び３℃以下になると予想される場合は、施工を行わないで下さい。 

④施工環境などの違いから当社配布の実物サンプルとは色調に差異が生じることが

ありますことをご了承下さい。 

⑤プレミアムブリックモルタルは白華現象が極力発生しないよう調合を施していま

すが、条件がそろえばやむなく発生してしまうこともございます。まずは、以下の

事項に十分留意して施工を行って下さい。 

・指定水量より多量の水を混入しないで下さい。 

・固くなったモルタルへの再加水は行わないで下さい。 

・仕上げのタイミングに十分注意して下さい。 

・目地仕上げ時に水を使用しないで下さい。 

・施工直後に水濡れがないようシートなどで保護して下さい。目地が硬化する前

に長時間水に触れ続けると、二次白華の可能性があります。（夏期：1 日以内、

冬期：3 日以内は水濡れがないようにしてください） 

 


